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はじめに 

平素より大阪府てんかん地域診療連携体制整備事業にご協力をいただきありがとうございます。 

本事業は大阪大学医学部附属病院が拠点病院となり、大阪府下のてんかんセンターを擁する大学病院・

総合病院からクリニックの先生方まで多数のてんかん診療施設のご協力のもと啓発活動、教育、ネット

ワーク整備事業を行っています。大阪のてんかん診療に関わる課題についてアンケートを行ったところ、

「病診連携を密にしたい」「気軽に相談したり、学べるたりする機会が欲しい」との声が多く寄せられま

した。しかしながら、近年の COVID-19 のパンデミック下で以前のような face-to-face の研究会が減っ

てきている現状です。 

 

そこで、今回は、このネットワーク整備事業の一貫として医師間の情報共有システム“大阪てんかんNet”

を既存のてんかんアプリ“nanacara for Doctor”に構築しました。 

すでに小児てんかん患者の保護者を中心として発作回数、服薬内容を記録しその変化を見やすくするた

めに“nanacara”というアプリが使用されています。患者（保護者）はアプリに発作や服薬の記録を入力し、

医師は、web ツール“nanacara for Doctor”を用いて、その医師に対して閲覧を許可した患者のデータを見

ることができます。大阪府でも患者、医療者での利用者が増えてきております。この度、このアプリのメ

ーカーであるノックオンザドア社と協力し、医師用の web ツール“nanacara for Doctor”を用いて、大阪府

下の医師間の情報共有システム（お知らせ（大阪府限定））を構築しました。 

“nanacara for Doctor”に登録した医師は、大阪府のネットワーク整備事業の管理者（大阪大学てんかんセ

ンター）が配信した情報を受取ることができます。当面は先生方に大阪府下でのてんかんセミナーや治

験のご案内などを予定しておりますが、いずれネットワークに参加されている先生方の自由なコミュニ

ケーションの場にしていきたいと考えております。 

 

大阪府内のネットワーク事業の推進のため、ぜひお申込みをお願いいたします。また、今後はさらにコミ

ュニケーションの場となるように進めていく予定としておりますので、配信を希望される情報やご意見が

ありましたら管理者 osaka.epicent@gmail.com にお知らせください。 

 

⚫ “nanacara for Doctor”（無料）の申込み 

https://nanacara.jp/application_terms/ 

 

➢ ID にメールアドレス、パスワードは医師個人が設定した任意の文字列を設定し、利用が可能に

なります。 

➢ 本案内からのお申込み者と判別するため、申し込みページ（下図赤枠）の “電話番号”欄に“大阪府

https://nanacara.jp/application_terms/


ネットワーク”の記載をお願いいたします。 

 


